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中期計画「DXの推進」の補足説明資料について

・新たな中期計画では、DXの推進に関する4年間のビジョン及び工程表を示しています。

・工程表に掲げた目標を確実に達成するため、年度ごとの具体的な取組内容を整理し、ウェ
ブ上で補足します。

・今後ウェブを通じて、進捗状況の報告や目標達成の振り返りを定期的に行います。

・今回の委員会では、当該資料のイメージを御説明します。

補足-1



横浜DX戦略からの窓口における主なStep-Up

STEP1 時間をお返しする STEP2 ＋気づいたら、もっと便利な日常へ

行政手続のオンライン化

申請件数上位100手続（全手続の9割）のオンラ

イン化を実現

行政手続の満足度

一部サービスについて利用者のフィードバックを

回収し、サービスの向上に寄与

オンライン化された手続の利用率向上

First Stepまでにオンライン化した手続をさらに利用

しやすい手続に改善し、利用率を向上（満足度向上との

好循環でさらに時間をお返し）

利用者満足度の追求

• 行政が提供するサービスを利用者目線で最適化

• 提供サービスに利用者フィードバックを反映し、随時

サービスを改善

手続
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暮らしを変える、市民目線のサービス変革
1.1_手続を“ラク”にする/ ①“行かない”手続体験

市民の皆様にとって手続がより簡単になる体験を提供するため、窓口に“行かない”をキーワードに、行政サービスのさらなるデジタル化を推進します。

「オンラインで手続を済ませたい方」には、“行かない”手続体験として、電子申請や手続案内、オンライン相談などを通じて、いつでもどこでも手続が可能な環境を整えていきま

す。

ライフイベントごとに必要な手続を明確にした上で、引き続き、アナログな手続をオンライン化します。マイナンバーの活用などで不要になった手続は廃止するなど、常に利用者の

視点でサービスをデザインします。オンライン手続の質をさらに高めるとともに、より身近なタッチポイントであるコンビニエンスストアでの証明書等交付メニューを充実させるこ

とで、市民の皆様の利便性を向上させます。

※中期計画「DXの推進」の補足説明資料イメージ
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市役所で行う手続の約９割を占める申請件数上位100手続のオンライン化が完了しました。

重点方針５ 重点方針７重点方針２ 重点方針３ 重点方針４ 重点方針６重点方針１

手続オンライン化の取組

申請件数上位100手続のオンライン化状況

100 手続

0 100

オンライン利用件数等の推移

申請件数上位100手続の

       オンライン手続利用件数 (令和６年度)    約 833万 件

       お返しした時間の合計 (令和６年度) 約 617万 時間

令和７年３月３１日時点

横浜市電子申請・届出
システムの手続可能数

3,502 手続
令和７年７月２３日時点

マイナポータルの
オンライン手続可能数

61手続
令和７年７月２３日時点 ※ お返しした時間は、手続所管課が推計した時間を基に算出しています。

最終更新日：令和７年８月20日横浜ＤＸ推進ダッシュボード ※中期計画「DXの推進」の補足説明資料イメージ
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